
主催:　地域包括ケア病棟協会
〒162-0067　東京都新宿区富久町11-5　シャトレ市ヶ谷2 階
E-mail：info@chiiki-hp.jp
TEL：03-3355-3120　FAX：03-3355-3122

運営事務局:　株式会社 学会サービス
〒150-0032　東京都渋谷区鶯谷町 7-3-101
E-mail：jahcc5@gakkai.co.jp
TEL：03-3496-6950　FAX：03-3496-2150

第5回

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
研
究
大
会

2019年4月1日（月）正午～6月14日（金）正午事前参加登録期間
2019年2月8日（金）正午～3月29日（金）正午演題登録期間

URL：http://www.gakkai.co.jp/jahcc5

2019年7月27日会　期

大手町サンケイプラザ
〒100-0004 東京都千代田区大手町1-7-2

中井　修
国家公務員共済組合連合会 九段坂病院 病院長

会　場

大会長

土

地域に寄り添う医療・介護連携のあり方　
－福祉・介護行政との関わりを考える－ 

テーマ

裏面を
ご覧ください



大会長挨拶
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　本年は、新天皇が即位し改元の年となります。新たな元号が始まる記念すべき年に、

第5回地域包括ケア病棟研究大会を開催させていただくことに感慨を覚えます。来

年2020年度は、東京オリンピックなどの国民的な行事が開催される、一方で

2025年に向けて、着々と「地域医療構想」と「地域包括ケア」の政策を踏まえた

診療報酬改定が予定されております。

　このような中で、「地域包括ケア病棟」の役割は、住み慣れた地域において高齢者

や障害者等が生活を維持し続けるために非常に重要な機能であると言えます。独居

老人世帯、高齢者世帯は年々増加しており、年金給付が潤沢に回っていた世代に比べ

て、団塊の世代が後期高齢者となる2025年には、世帯所得、貯蓄額も減少するも

のと思われます。また、高齢者の絶対数の増加は認知症患者の増加をもたらします。

独居、低所得、認知症が敷衍化する社会状況で地域包括ケアシステムが機能するた

めには、医療、介護、福祉のより強い連携が求められることになります。その中で行

政の果たす役割はさらに強まり、これまでの医師会中心の連携のみでなく、病院医療

も行政をはじめとする多様な機能との連携を深め、地域包括ケアシステムの充実を

図って行く必要があると考えられます。本大会のテーマを「地域に寄り添う医療・連携のあり方」として、地域包括ケア病棟と福祉・

介護行政との関わりを考える機会としたいと存じております。 

　プログラムは「地域包括システムにおける地域包括ケア病棟のあるべき姿」、「地域に寄り添う医療と福祉・介護行政との連携

を考える」、「地域包括ケア病棟入院料１の現状と課題」のシンポジウム・パネルディスカッションと公募する一般演題によるセッショ

ンより構成し、長年地域医療に取り組んできた諏訪中央病院名誉院長の鎌田實氏に特別講演をお願いしております。多くの皆様

の参加による活発な議論で、地域包括ケアシステムの機能向上という成果を期待しております。 

第 5回地域包括ケア病棟研究大会

大会長  中井 修

大会ホームページよりご登録ください。http://www.gakkai.co.jp/jahcc5/

主なプログラム（予定）

演題登録 / 事前参加登録

※ 当日参加登録　18,000円（会員・非会員、問わず）

会　員 10,000円（会員施設または賛助会員企業に勤務する者） 
非会員 15,000円

開会式
シンポジウムⅠ：『地域包括ケアシステムにおける地域包括ケア病棟のあるべき姿』
『特別講演』
シンポジウムⅡ：『地域に寄り添う医療と福祉・介護行政との連携を考える』
パネルディスカッション：『地域包括ケア病棟入院料1の現状と課題』
閉会式

2019年4月1日（月）正午～6月14日（金）正午事前参加登録期間

2019年2月8日（金）正午～3月29日（金）正午演題登録期間


